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第 3 回成田市自然観察会 

冬鳥をみつけよう 

菅澤 麗子（成田市） 

開催日時：2025 年 12 月 13 日（土）9：30～12：00 

場  所：坂田ヶ池総合公園（成田市） 

参 加 者：大人 17 名、市外 1 名 市職員 2 名 (玉置、栗田) 

担当指導員：谷、坂本、宮本、菅澤  参加指導員：鹿熊 

 

懸念していた雨も降らずまずまずの観察日和の中、ミコアイサを見に千葉市から訪れていた

方も加わり、久しぶりに大人ばかりの観察会となりました。出発地点で早速カワセミを発見。 

対岸の藪の中でじっとしていますが、バードウォッチングが初めての方もいてなかなか見つけら

れません。坂本さんの望遠鏡をのぞき込み やっと確認、腹側を向けている為 茶色部分しか

見えずカワセミ＝青ではないと納得していました。池を周回しながら宮本さんがカモの水掻きと

オオバンの弁足の違いをお手製の模型で説明。ヒサカキでメジロがチュルチュル鳴き、実は染

料にもなると説明。隣の柿の木でもメジロがせわしなく飛び回り、他にもコゲラやヤマガラ、ヒヨド

リ、エナガもいて、ハゼの実も鳥たちの大好物です との説明に、思いがけないほどのたくさん

の小鳥たちを皆熱心に観察していました。モズの声も聞けました。 

肝心な冬鳥たちが昨年同様少ないことを心配しながら浮橋に到着すると、即刻カルガモ、 

コガモ、オナガガモ、マガモ、ハシビロガモが寄ってきました。遠くにはミコアイサ 4 羽も見えま

す。1番は何といっても側岸の枝にいたカワウ 1羽が池に入り スーっと浮橋まで寄ってきて 

「3回も」魚を捉える姿を目の前で見せてくれた事です。皆からスゴイスゴイ、出演料をあげたい

くらい、と歓声が上がり 1番の見どころとなりました。 

目前で多くの冬鳥を観察できる場所は少なく、坂田ヶ池は観察者にとって貴重な適所となって

います。本来鳥は人を警戒するのでしょうが、ここは餌づけされる機会もあり人慣れした鳥がい

ることも事実。おかげで身近で観察ができるのですが心中複雑ではあります。 

浮橋の先で鹿熊さんが伝統的なカモの投げ網漁の話をすると、普段の観察会では聞くこと

のできない貴重な話を聞けて良かったとの感想が多くありました。 

管理棟では坂本さんが｢野鳥のミニ図鑑 60 種｣で説明しながら鳥合わせをしました。ウグイスを

はじめ 鳴き声だけ確認できた鳥を含めると 27 種類。夏場ではおおよそ 16 種類なので、葉が

落ちる冬は観察にいい機会ですとの説明に、今日の成果に皆さん満足していました。 

 

 
ハシビロガモの電車 

 

カワウ、魚を 3 度ゲット 

 

鳥あわせでおさらい 

 


